
第９回東京国際声楽コンクールにあたり

田辺とおる（審査員・事務局長）

東
京
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
本
年
９

回
目
を
迎
え
ま
す
︒
５
月
に
開
催
さ
れ
る

昨
年
度
入
賞
・
入
選
者
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

で
シ
ー
ズ
ン
の
幕
が
開
き
︑
６
月
か
ら
は

第
９
回
の
地
区
大
会
が
全
国
21
都
道
府
県

27
会
場
で
は
じ
ま
り
ま
す
︒
合
格
者
は
関

東
と
関
西
で
行
わ
れ
る
准
本
選
を
経
て
︑

秋
の
東
京
に
集
う
本
選
を
目
指
し
ま
す
︒

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
プ
ロ
や
プ
ロ
を
目

指
す
人
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
高
校
か
ら

ア
マ
チ
ュ
ア
歌
手
ま
で
を
網
羅
し
て
声
楽

の
様
々
な
方
向
性
・
目
的
・
レ
ベ
ル
を
持

つ
方
々
の
腕
試
し
を
目
指
し
た
︽
声
楽
芸

術
の
総
合
コ
ン
ク
ー
ル
︾
で
す
︒
２
０
０

９
年
に
３
部
門
の
受
験
者
計
１
４
１
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
回
か
ら
順
調
に
成
長

し
て
声
楽
界
に
も
広
く
認
知
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
︑
昨
年
の
第
８
回
は
11
部
門
に

延
べ
６
９
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
︒
本
年

は
愛
好
者
に
ユ
ー
ス
部
門
を
創
設
し
︑
オ

ペ
レ
ッ
タ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門
を
分
離

さ
せ
て
合
計
13
部
門
を
数
え
る
こ
と
と
な

り
︑
文
字
通
り
日
本
最
大
の
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
し
て
過
去
の

入
賞
・
入
選
者
か
ら
は
現
在
大
活
躍
し
て

い
る
人
材
が
多
く
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒

紙
数
の
限
り
で
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

ま
ず
海
外
の
舞
台
に
雄
飛
し
た
の
は
︑

ド
イ
ツ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
専
属
歌
手
の
座

を
射
止
め
た
辻
井
亜
季
穂
︵
一
般
・
審
査

員
特
別
賞
︶
や
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
米
国
各
地
の
オ
ペ
ラ
に
出
演
す
る
竹
下

み
ず
穂
︵
一
般
２
位
︶
な
ど
が
い
ま
す
︒

ま
た
東
京
二
期
会
公
演
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

テ
ノ
ー
ル
に
不
可
欠
の
存
在
と
し
て
重
用

さ
れ
て
い
る
升
島
唯
博
︵
オ
ペ
レ
ッ
タ
２

位
︶
は
︑
ド
イ
ツ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
か
ら

帰
還
し
た
歌
手
︒
さ
ら
に
東
京
二
期
会
や

藤
原
歌
劇
団
の
若
手
歌
手
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
の
は
鈴
木
玲
奈
︵
大
学
１

位
︶︑
盛
田
麻
央
︵
一
般
２
位
︶︑
大
網
か

お
り
︵
一
般
４
位
︶︑
ス
テ
パ
ニ
ュ
ッ
ク
・

オ
ク
サ
ー
ナ
︵
一
般
入
選
︶
な
ど
︒
宗
教

作
品
の
分
野
で
は
鏡
貴
之
︵
一
般
１
位
︶

や
柿
崎
泉
︵
一
般
３
位
︶︑
関
西
二
期
会

と
関
西
歌
劇
団
の
若
手
に
は
四
方
典
子

︵
一
般
２
位
︶︑
梨
谷
桃
子
︵
新
進
２
位
︶︑

熊
谷
綾
乃
︵
大
学
５
位
︶︑
中
京
地
区
の

オ
ペ
ラ
公
演
で
活
躍
し
て
い
る
入
賞
者
に

は
趙
知
奈
︵
新
進
２
位
︶︑
奥
村
育
子
︵
オ

ペ
レ
ッ
タ
３
位
︶
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
ま

た
超
難
関
で
あ
る
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
に
入
学
し
た
面
々

に
は
︑
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
林
佑
子
︵
新
進
１

位
︶︑
ケ
ル
ン
の
川
口
真
貴
子
︵
歌
曲
１

位
︶︑
ミ
ラ
ノ
の
中
村
芽
吹
︵
一
般
１
位
︶︑

日
本
全
国
の
若
手
歌
手
が
僅
か
５
人
の
枠

を
目
指
す
新
国
立
劇
場
研
修
生
に
は
伊
良

波
良
真
︵
新
進
１
位
︶︑
十
合
翔
子
︵
大

学
入
選
︶
が
お
り
︑
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま

す
︒
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門
は
数
年
前
に
創

設
さ
れ
た
部
門
な
の
で
入
賞
者
の
多
く
は

ま
だ
学
生
で
す
が
︑
明
日
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
舞
台
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
材
の
宝

庫
で
す
︒
ま
た
︑
愛
好
者
部
門
で
は
﹁
た

ま
た
ま
本
業
を
持
っ
て
い
る
け
ど
実
力
は

プ
ロ
歌
手
並
み
﹂
と
い
う
凄
腕
が
ひ
し
め

く
一
方
で
︑
後
期
高
齢
者
保
険
証
を
お
持

ち
の
方
も
続
々
と
出
場
し
て
︑
枯
淡
の
境

地
で
御
自
身
の
世
界
に
没
頭
す
る
味
わ
い

深
い
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
︒

コ
ン
ク
ー
ル
は
事
前
の
勉
強
・
本
番
の

反
省
・
講
評
に
よ
る
学
習
・
同
志
と
の
出

会
い
・
今
後
の
活
動
へ
の
契
機
な
ど
︑
多

く
の
可
能
性
を
秘
め
た
チ
ャ
ン
ス
で
す
︒

競
争
で
す
か
ら
最
終
的
に
は
順
位
が
出
る

も
の
で
す
が
︑
理
念
は
競
争
で
は
な
く
︑

声
楽
的
・
音
楽
的
な
実
感
を
得
る
契
機
に

な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
︒
こ
と
に
︑

高
校
合
唱
の
隆
盛
に
比
し
て
声
楽
を
志
す

学
生
が
激
減
し
て
い
る
現
状
に
は
深
い
憂

慮
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
︒
合
唱
部
で
は
何
時

間
も
歌
う
の
に
引
退
し
た
ら
歌
わ
な
く
な

る
高
校
生
が
多
い
こ
と
は
︑
文
化
の
大
損

失
で
す
︒
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
高
校
生

部
門
に
続
く
時
間
帯
に
高
校
生
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
部
門
を
開
催
し
て
︑
高
校
生
部
門
が

音
大
進
学
者
の
腕
試
し
だ
け
に
陥
る
こ
と

な
く
︑
高
校
合
唱
部
員
た
ち
に
独
唱
の
楽

し
み
も
紹
介
す
る
場
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
︒

本
年
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
ス
で
声

楽
を
勉
強
し
て
い
る
多
様
な
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
す
る
と
と
も
に
︑
こ
の
冊
子

を
手
に
取
ら
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛
好

家
の
皆
さ
ん
に
︑
受
験
者
が
懸
命
に
競
い

合
う
演
奏
を
聴
い
て
頂
き
た
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
︒
地
区
大
会
か
ら
本
選
ま

で
す
べ
て
無
料
公
開
し
ま
す
︒

た
な
べ
・
と
お
る

20
年
に
渡
る
ド
イ
ツ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
活
動
か
ら

帰
国
し
て
現
在
国
立
音
楽
大
学
講
師
︑
名
古
屋

音
楽
大
学
客
員
教
授
︑
東
京
国
際
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
全
大
会
審
査
員
・
事
務
局
長

■准本選　【東日本】8/27、8/28、8/29、9/9、9/10
　【西日本】8/25、8/26、9/2、9/3
■本選　9/23 、9/24、9/25、10/8、10/9 
■お問合せ先
　〒116-0002 東京都荒川区荒川 3-74-6-301
　一般社団法人 東京国際芸術協会
　TEL:03-6806-7108　FAX:03-3806-8555
　http://www.tiaa-jp.com/tivmc/

■部門　高校生／高校生アンサンブル／大学生／新進声楽家／一
般声楽家／歌曲／オペレッタ／ミュージカル／重唱／アンサン
ブル／声楽愛好者ユース／声楽愛好者Ａ／声楽愛好者Ｂ
■地区大会　【札幌】6/25【盛岡】7/1【仙台】8/6【山形】7/9【埼玉】
7/26、7/30【東京】6/17、7/17、7/25【横浜】6/20、8/9【新潟】
7/24【金沢】7/29【松本】7/27【浜松】7/23【名古屋】7/2、8/5【大阪】
6/24、8/7【京都】7/28【神戸】7/8【岡山】7/31【広島】8/1【松江】
8/4【高松】7/21【福岡】7/16【熊本】7/20【那覇】7/22 東京国際声楽コンクール

第９回東京国際声楽コンクール The 9th Tokyo International Vocal
Music Competition


